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明治中期,金 沢市における実業界 と市会の動向
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皿.お わ りに

1.は じ め に

本稿 は,旧 城下 町 にお ける近代都 市 の成立,す

なわ ち 日本 にお ける近世城 ド町が いか に して近代

都 市へ 転換 してい ったか とい う問題意識 に基づ い

て,口 本有 数の 大城 ド町 であ った金沢 の市政が 明

治 中期 に 七族(旧 藩士)層 と実 業 界 との対抗(お

よび結合)の 中で どの よ うに変 化 して い ったか を

検 討す る試 み の中間報 告であ る。

結論的 に,筆 者 はそ れ まで混 乱が続 いた金沢 市

政 を刷 新 す るため に1896年 に結 成 され た 金沢 実

業会 とそ れ に続 く1897年 の 市会 選挙 に よる 市会

の性 格変 化が,同 市 にお ける近代都 市成 立の一一つ

の重要 な条件 を形作 る もの と考 える。 この 金沢実

業 会 の 設立 とそれ を背 景 と した1897年 市 会選 挙

につ いて は,す で に近 年 刊行 され た 「金沢市 議 会

史』r(1998年)な どによ り大筋 が 明 らか に され

てい るが,本 稿で は,同 書が 主 に依拠 した 『稿本

金沢 市史』 な どの みで な く,と りわけ 「明治一一二十

八年 度商 業者分賦等級 別 交名簿」 のデ ー タベー ス

を利 用 して,市 会選 挙の 当選 者 ・落選者,実 業 会

発起 人の構 成 な どを再 検 討す るこ とによ り,1司 地

におけ る近 世城 ド町か ら近 代都市へ の変化 が よ り

屈折 を含み なが ら進 ん だ もので あった こ とを 主三張

しよう とす るもの であ る。

まず 「明 治 一二 卜八 年 度 商 業 者 分 賦 等級 別 交 名

簿」(以 一ド,「交名簿」 または1895年 「交名簿」 と略

す)等 のデ ー タベ ー ス と,同 市が この 時期 にい か

なる状 態 にあ ったか につ いて簡 単に説 明 してお こ

う。1895年 「交 名 簿」 の 説明 とそ の分 析 はす で

に別稿 で行 ったの で 詳細 は省 くが1,こ れ は 「明

治 一二卜八年度県税 中商 業税分賦 歩合議案」 等の 一

部 を構 成 して いる もの で,こ の議案 は県税 と して

の営業税 の1つ であ る商業税 を戸別 に賦 課す るた

め の もの で あ る。 こ の時 期 の 営 業 税 は,1882年

の地 方税規則 改iEに よ り府県税 として国税 のあ る

もの を除い た商業 ・工業 に課す る もの とな り,営

業税 は商 一ll業,雑 種税 はそ れ以外の サー ビス 業な

どに課 税す る もの と区分 された。 その後,営 業 税

は1896年 には商 五業 の 一段 の発 展 を背 景に 国税

に移 され る ことになった。 国税 に移 され る まで の

営 業税 の賦 課 方法 は府 県 に よっ て 異 な っ て い た

が,課 税 は外形標 準で,石 川県 の営 業税 中商 業税

は,お お むね1戸 平均 課税 額の幅 や等級 数,お よ

び各税 区負担 額 のみ を決 めて詳細 は 市町村 会 で決

定 させ る とい う課税 方式 であ った。 したが って金

沢 市会が 県税 商業税 のrhlCJ商 業者 に対す る賦 課歩

合 を決 めてい た。 これ に対 し,営 業税 中,i二 業 者

へ の課税 は石川 県 にお いて は業種 別 ・規模別 の詳

細 な基準 が決定 され てお り,市 町村 会の 関 与は不

要 だ っ たか ら,金 沢 市会 関 係 資 料(『 金沢 市会,議

案』金沢市議会事務局所蔵)の 中 には1:業 税の 「分

賦 歩合 議案」 は も ともと存在せ ず,特 定 人物 がn

業 に関わ っていたか は この種 の資料 に よって は検
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索 で きない。 また上記 の よ うに営業税 には基 本的

にサ ー ビス業 を含 まず,た とえば 料 理 屋 ・飲 食

店 ・待 合茶屋 ・貸座敷 の ほか,量 的 に も重 要 な業

種 で あ る理髪業 ・湯屋 な ども含 まれてい ない。 こ

の うち,料 理屋 ・飲 食店 ・待 合茶屋 につ いて は,

同 じ 「金沢市 会議案 』綴 に 「県税 中料理屋税 分賦

歩合議 案」等 の個 別雑種税 の 「分賦 歩合議 案」 と

ともに各 々の 「等級 交名書」 が あるが,結 果 とし

て1890年 代後 半 頃 の市 議 関係 者 ・実業 会発 起 人

な どの 中 に は,1895年 度 の これ ら雑 種 税 の 「等

級交 名簿」 に記載 され ていた者 はい なかった。

次 に,1895年 度 の 商 業 税 「分 賦 歩 合 議 案」 の

内容 につ いて説 明す る。 同年度 にお ける商業税賦

課 の対象 となるのは,同 年4月1日 現在 の前述 の

サ ー ビス業 を含 まな い商 業者5,330名 であ った。

これ を25等 級 に分 け,1人 当 た り賦 課 額 は1等

級 の 年 税 額53円 か ら25等 級 同28銭 ま で と し

た。 前述 の ように課税 は外形標準 で あ り,収 益 ・

所得 に対す る もので はない ため,同 じ等 級で も経

営状 態 はか な り異 なる可 能性が あ る し,業 種 が異

なれば経営 規模 の比較 も一段 と困難 であ り,し た

がって この等級 区分 は多分 に便 宜的 な もので はあ

るが,異 業種 で も同等級 で は同一・の賦 課額 であ る

か ら,こ の等級 に よって商業者 と しての規模 ない

し階層 を論 じる ことは十分 に意 味の ある こ とと考

え る。 地域 分 類 につ い て は,1889年 改 定 区画 の

13区 割 りを採 用 し,こ れ を地域大 分類 と し(18gO

年代後半の3級 市議選 挙区は7区 割 りであ り,デ ー

タベ ー ス に お け る 区 と異 な る),業 種 に つ い て

は,21の 業種 大 分 類 を設 定 した。 こ れ らにつ い

て も詳 細 は前 期 の 別稿 を参 照 して い た だ きた い

が,地 域 大 分 類 につ い て は,6区(尾 張 町 ・十 間

町 ・博労 町な ど)と8区(南 町 ・下堤 町 ・上堤町 な

ど)が 市内最 中心部 で,有 力商 の多 く集住 して い

る地域 であ った こ とを記 してお く。

本論 に入 る前 に,あ らか じめ1895年 頃の 金沢

市の歴 史的 な位 置 につい て,簡 単 に説明 してお こ

う。金 沢 は幕 末 ・明治 初 期 に は人 口12万 人 を数

えて いた と推 定 されてい るが,以 後 減少傾 向が続

き,1896年 に8万3千 人 に まで 減 少 した。そ の

後 は増 加 傾 向 に転 じた。 し た が っ て1895年 頃

は,金 沢 の近代 史の 中で最 も衰 退 してい た頃 と も

い え る。 この 頃の トピ ック と して は,1887年 に

設 置 され た 第一・国立銀 行 金沢 支 店 が92年 に 閉鎖

され る一 方,同 じ く87年 に創 立 され た第 四高 等

中学 校 が94年 に 第 四 高 等 学 校 に 改 称 さ れ て い

る。 第九師団 司令部が 金沢城 内 に設 置 され,北 陸

線 が 金 沢 まで 到 達 した の が,い ず れ も98年 で

あ っ たか ら,95年 頃 はや は り市 勢発 展 傾 向 に 向

か う直前 とい えよ う。 それ だ けに当時 の金 沢実業

界 には深 い焦燥 感が漂 っていた こ とは疑 い ない。

羽二重 等絹織物 業 はすで にあ る程 度展 開 して いた

とはいえ,絹 織 物生 産が急増 す るの はそれ以 降の

こ とで あ り,98年 で も絹織 物 産 額 は 金沢 市 の工

産者 産 額 の7.2%に 過 ぎず,清 酒(6.6%)・ 綿 織

物(5.g%)な ど と まだ 大 差 は なか っ た。津 田 米

次郎 が津 田式 力織機 を発 明 し,金 沢電気 会社が市

内 に電灯 を点 火 し,金 沢電話 交換 局が事 務 を開始

した の は,い ず れ も5年 後 の1900年 の こ と で

あ った。

II.金 沢市 政の転換 と市 会の動 向

(1)市 制施行 ～1890年 代 前半 の金 沢市会

まず 市 制施 行 以 降,1890年 代 前 半 の 金 沢 市 会

の状 況 につ き概 観 して お く。1889年 の市 制 ・町

村制 実施 に よって,同 年4月 に金沢市 が誕生 す る

と と もに,早 速 第1回 の市 会議 員選 挙 が 行 わ れ

た。 い うまで もな くこれ は納 税 要件(地 租 もしく

は直接国税2円 以上納付者)に 基づ く制 限選挙 で,

直接 市税納 額 を3等 分 して設 定 され る3級 か らな

る等級選 挙で あっ た。 た とえば,こ の第1回 市議

選 の 有 権 者 は,1級707名(納 税 額3円73銭 以

上),2級2,213名(同1円47銭 以 上),3級5,335

名(同1円47銭 未満),計8,255名 であ っ た〔2b議

員定 数 は36名(各 級12名)で,1・2級 は1つ の

大 選 挙 区(全 市域)か ら総 定 員 を選 び,3級 は7

選 挙 区(各 区定数1～2名)に 分 け る小 選 挙 区制 に

近 い もので あった。選 挙 は下位 等級 か ら順 に実施

され た。

この第1回 市議 選 は,2人 の市 長候 補 者 に属す

る2派 に分 かれ て,自 由党(長 谷川準也派)対 立
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憲 改進 党 ・盈 進社 連 合(稲 垣義 方派)と もい うべ

き構図 で戦 われた。 両 市長候補者 ともに元加賀藩

bで あ っ た。選 挙 は,後 者の 大 勝 とい う結 果 に

なっ た。 盈進 社 とは,1880年 に結 成 された ド級

f_族の 結社 で,1887年 頃 には 自由 党 の政 治 運動

の先頭 に立つ よ うな 立場 にあったが,こ の選挙 で

は}:族 層内 部の複雑 な人 的関係 も絡 んで 一転対 蹉

関係 にあ った。 市議選 当選 者の中 には森 ド森八 ・

鬼田伊右衛 門 ・中屋彦十郎 ・石黒伝 六な ど藩政期

以来の 金沢 の有力 商人 もみ られ,彼 らは立憲改進

党の リー ダー と して実 業界 ・有産 階級 の支持 を受

けていた し,}族 層 に少 なか らぬ影響 力 を まだ有

していた盈進社の 支持 も加 わって当選 した とみ ら

れる、,しか しこの有力商 人たちは必ず しも実 業界

の利 害 を代表せ ん と して 立候補 したので はない よ

うであ る。彼 らの多 くは もともと藩政期 に特 権 商

人 と して 藩政 と 一体 となった町運営 に携 わ って い

たので あ り,市 制施行 に よる市会発足 に当 たって

再 び市政 に参 画す る ことを当然 と考 えてい たの で

あ る。 この点 につ き,『 石 川県 史』 第4編 は次 の

ように記 してい る。

亀田伊右衛 門等の家 は,藩 政 の時 世 々旧家 と

して町政 に参 与せ るを以 て,市 制 の実 施せ ら

れ たる 当初,之 を以 て旧藩町政 の復活せ るな

りと考へ,皆 進 み て議 員 た らん こ とを希 へ

り㌔

1880年 代の 一三新 法体 制Fに お け る金沢 区の 町運

営 の 中心 的 な担い 手とみ なされ る区長 ・区会議 員

にこ う した伝統的 有力商 人が まった く就任 してお

らず,ほ ぼ全員がL族 に よって占め られていた と

推 定 され るのに対 し11,こ の第1回 市議選 に よ り

再 び旧武 士層 と旧特 権町 人層が都市政 治の担 い 手

となったかの ようにみ え る。

ところが,こ れ ら有力 商人 出身市議 はや がて3

年 余 後 に 市 会 か ら撤 退 す る に い た る。す な わ

ち,1892年6月 に亀 田伊 右衛 門 ・石 黒伝 六 等 の

有力 商人 ら6名 が 斉 に市議 を辞 職 したほか(た

だ し1名 は職 業不 明),あ わせ て9名 の有 力 商人

市議 が この年 にあいつ いで辞職 も しくは当選辞退

した51。 「石 川県 史』 第4編 は この 間の 事情 を続

けて,

然 るに時勢の変遷 は頗 る自治機 関の趣 を異に

し,… 市民 は各党 を樹 て派 を作 りて政権

を争ひ,為 に彼等 〔有力 商人た ち 一引用 者〕

も亦その渦 中に投 ず るを余義 な くせ られて,

容 易 に 当初の理 想 に到達 する能 はざ りしのみ

な らず,今 や 早 くも半数改選の期 に達 して,

彼 等の 最 も忌 避 す る競 争 は激 甚 に展 開せ ら

れ9…h

と記 してい る。

この 「激甚」 な 「競 争」の背 景には,市 制成 疏

後 の 市政 にお ける士族 ・旧藩 七層 内部の熾烈 な抗

争(と りわけ盈進社 に結集す る ド級 一L族層たちとそ

れに対抗す る勢力の抗 争),彼 等の強 引 な 市会運 営

な どがあ った。1892年 には,2月 に第2回 総 選挙

にお ける 「壬辰の選挙 大 一(歩」で石川 県 ドで も死

者2名,負 傷 者数 十名 を出す 大混 乱が み られ,4

月には市議 の半数改選が や は り吏党 と民 党の対決

とい う構 図 で 行 われ た が,こ の 際 に も両派 のf

族 ・旧藩士層 に よる抗 争 は再び死傷 者 を出す ほ ど

の陰惨 な ものがあ り,選 挙 人は危険 を感 じて棄権

す る もの もでた とい う。結 果 と して この 市議選で

は反 市長派 の民党派が勝 利 した.,吏 党 派 につい て

いた盈進社 は,内 紛の うえ,武 七道精 神 を鼓 舞 し

lnL気にはや る社 員たちに よ りたびたび殺傷R}件 を

引 き起 してい たか ら,有 力 メンバ ーが検挙 された

うえ内務 大臣 によ り結 社禁 止の命が ドり,そ の後

も社 員 による運動 は継 続 されたが,次 第に影響 力

は衰退 して いった。 市会で は勝 利 した民党 派 によ

る吏 党派 へ の 報復 が 試み られ,吏 党 派 の 、乞場 に

あ った 有力 商 人 市議 た ち も この渦 中 に巻 き込 ま

れ,辞 職す るに至ったのであ る。

しか しその後 も市会は秩 序 を取 り戻 す どころか

・段 と混 乱 を きわめ
,翌 年 にか け て稲 垣 市長 弾

劾 ・不信任決議,市 会休会 と続 き,両 派 は 市会外

での武装闘争 に も発展す る勢 い となった。 やがて

この抗 争 は稲垣 市長の辞任,民 党派 の長谷川準 也

新1}∫長の就任(1893年7月)と い う結 末 となっ た

が,今 度 はそれ までの 吏党対民党 とい う対 、t_1_に代

わ って,圧 倒 的 多数 派 とな った民 党 派 内 部 の分

裂 ・対 立 とい う構 図 に変化 してい っ たC,す な わ

ち,長 谷川市 長 と提 携 した勢 力 を 「市役所 派」,
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表11895年4月 金沢市会議員選挙の当選者

選挙
等級

氏 名
商業税

等級
職 業

商業
類

住 所 区 年齢 備 考

3 〔市役所派〕

村井与平衛 8 四十物商 3 野町二丁 目 1 31

田井載 (職業不明〉 五十人町 1 33

大屋延載 (職業不明) 百姓町 4 60 (25俵)

野崎庸二 (職業不明) 富本町 9 41 元盈進社社員

横地正果 狩猟業 鶯町 12 38 士族,盈進社副社長,県議も歴任

〔非市役所派〕

吉川正富 (職業不明) 大音町 5 41

松田平四郎 s 筆墨商 12 尾張町 6 41

河内山唯次郎 (職業不明) 備中町 7 44

2 〔市役所派〕

高橋歩 10 金貸営業 17 味噌蔵町 6 26

森川清五郎 la 薬種商 13 上松原町 8 48

田中伊三右衛門 14 蚕種製造販売 15 上柿木畠 3 45

寺内久寿 (職業不明) 裏千 日町 1 40 (20俵)

北村道次 22 炭商 10 下石引町 5 43

箸本三次郎 10 金物商 9 山ノ上町四丁 目 12 40

1 〔市役所派〕

金丸宅次郎 8 洋酒商,清酒醗 4 十間町 6 26

奥泉伊六 1 質屋 17 泉新町 1 57 材木町で醤油醸造販売9等

能久治 1 呉服商 s 安江町 10 27

宮保嘉右衛門 清酒醸造 新堅町二丁 目 4 45

羽田伝右衛門 14 街灯製造販売 22 尾張町 6 42

武村弥吉 3 鋳物業 9 下中島町 13 46

〔非市役所派〕

上森捨次郎 (職業不明) 高岡町 8 36 (15俵),士 族,県 議 も歴任

中山清一 5 米商仲買 1 下新町 6 41

(出典)『 金沢市議会史」上,338頁(表2-2-6),同,資 料編2,962～963頁,1895年 「交名簿」などによ り作成.

注=1)年 齢 は,1895年4月21～25日 の各級選挙執行 日における満.

2)備 考 の()は,「 明治以前」の秩禄(占 川脩編 著 『加賀藩士 人別帳』上,1997年).ヒ 森捨次郎 は,父 上森八十次の秩禄.

これ に対抗 したのが 「非 市役所 派」 と称 され,抗

争 は さ らに続 いた。 しか し主導権 は いず れ も士 族

ない し旧藩士 の手 に握 られ,実 業 界 を代 表す る よ

うな勢力 は皆 無 だっ た と考 え られ る。 この よ うな

中で,旧 城 下町金 沢 は人口減少 の歯止 めがか か ら

ず,経 済的 に も衰 退 の 一 途 を辿 っ て い た の で あ

る。

そ もそ も明治 前 期 の金 沢 で は,な お 多 数 の十

族 ・旧藩士 層が 旧藩時代 の武十 の気風 を多分 に残

し,か れ らは 当地 お よび国家 レベル の政 治 に関わ

り,あ るいは関 わ らん とした。 その中 で旧加賀 藩

士 内部の激烈 な抗争 が常態化 し,彼 らに よる多 く

の血 な ま ぐさい殺 傷事 件 が 頻発 して い た の で あ

る(71。そ して この よ うな 中で平民 の金沢 商 人が商

業界 ・実業界 の利害 を担 って地方政 治 の表舞台 に

出 る ことは甚 だ困難 であ った こ とも容易 に想像 さ

れ る。 た とえ ば菓子 商森下森 八 は,こ の時期の金

沢の 有力商 人 として は珍 し く積極 的 な社 会活動 ・

実業 界活 動 を行 い,政 治面 で も市 会で は1889年

の 第1回 市 議 選(3級)で 当選 して,1891年 には
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市会 議長 に も就 任 した 人物 で あ るが,1888年 の

石 川県議選 挙の 際,改 進党 に擁i立され た彼(当 時

は県議 と市町村議 を兼任で きた)は 家柄 町 人(近 世

後 期金沢 の門 閥的特 権 町人)の 由来 を もつ藩政 期

以来の富 裕 な商人であ った ため,自 由党か ら目の

仇 に され,「 連 日数通 の脅迫 的辞 退 勧 告状 が 舞 込

み,或 朝 な ど表戸 を開けた拍子 に,抜 身の短 刀が

足許へ 転げ込 む な どの物 騒 な事 もあ り,夜 間急 用

で外 出せ し際 の如 き 百姓 に 変装 して 人 目を晦 ま

し,以 て襲 撃 の 危難 を避 け た」18iとい うあ りさ ま

で あっ た。

しか し市 政の士族 主導体 制 は,そ れ 自体 きわ め

て不安定 であ るばか りでな く,士 族全階 層 によっ

て担 わ れたので もなか った はず であ る。 その本格

的 な解 明は今後 の課題 に属す る こ とであ るが,市

政 を中心 的 に担 ったの は,上 層 武家 出身の士族 で

は な く,現 状 も将来展 望 も不安 定 な元中下級 藩i二

層の 中の,時 と して武 力行使 を も辞 さない志 士的

性 格 を有 した分子 たち だった と思 われ る。 とはい

え,士 族 ・旧藩 士 層 内部 で はあ れ 激 烈 な抗 争 が

あ った こ と,ま た実 際 には 主導力 は なかった とし

て もあ る程 度 は平民 商 人 も激烈 な抗 争の中で 各派

の推 薦 で 市議 に選出 されて いる ことな どを考 え る

と,金 沢 にお いて は明治前 中期(こ こでは1897年

頃 まで)の 市 政 ・市会 を,少 数の十 族 に よる独 裁

政治 を意味す る 「士族 の寡頭 支配」 と して表現 す

るのは必ず しも適 当で はない よ うに思わ れる。以

下,選 出 され た 市議 につ い て検 討 す る こ とに よ

り,そ の ・端の検証 を試 み よ う。

(2)1895年 金 沢市会議 員選挙 の当選者

表1に よっ て1895年4月 選 挙 市 議 当 選 者(半

数改選 ・欠員補充)に つ き検討 す る と,全 体 と し

て95年 「交名簿」 に記載 のあ る商業者 と,「 交 名

簿」 に記載 されずかつ その他 の資料 によって も職

業 につ い て何 の情報 も得 られ ない者 が いる。商 業

税 「交名簿」 に掲載 されてい ない者 は,無 職者,

家 族(と くに息子)が 商 業 税 を賦 課 さ れ て い る

者,あ るい はこの商業税 が賦課 され ない業種 の営

業者 な どで あ り,し たが って士 族 な ど旧藩士 で無

職 者 であ る可 能性 も,実 業家 ・商 人の 可能性 も共

にあ るが,他 の 資料 に よ り可能 な限 り職 業 を捕捉

しよ うと して も,な お職 業 につ いて何 の情報 も得

られ ない者 は士 族 または旧藩十 の可能性 が 高い と

考 え られ る。 ただ し,個 人の族 称 を確 定す る こ と

は困難 な場 合が多 く,こ こで も十族 であ る ことを

強 く推 定で きて も確 定で きる者 は,現 在 の ところ

きわめて少 ない。 そ もそ も彼 らが 旧武家 の出 身で

あって も必 ず しも十 族 とは限 らない。 第1に 最 ド

級 藩士 の場 合,明 治初年 に十 族 でな く卒だ った者

が お り,彼 らの 中 にはその後平民 に編 入 され た者

が い る し,第2に 士 族 の家の 出身で も,次 男以 下

の 場 合,分 家 に よ り平 民 に な る場 合 が 多 か っ

たy。 そ して実 際,表1の 市議 当選 者 の 中 に も,

幕 末期 に最 ド級 藩士 だ った者 がい たので ある。す

なわち,表1以 ド各表の備考欄 の括 弧内 は,注 記

した もの以外 は1870年 前 後 に金 沢 藩庁 に提 出 さ

れた 「先祖 由緒 鉾一類附帳 」 に記載 され た 「明治

以 前 の」 秩 禄 で あ る。 この 資 料 は加 賀 藩 士 のL

族 ・卒族 の3分 の2程 度 しか カバ ー して い ない

とされ る し1。1,1890年 代後半 には代 替 わ りしてい

る家,改 名 してい る者 も少 な くないか ら,こ の頃

のIIJ会 議 員で 旧加賀 藩の武家 出身者 で も,こ の資

料 に よ り幕末 頃の秩禄 が判 明す る者 は わず か にす

ぎない ので あ るがlll,家 禄 が わず か15俵 とか20

俵,25俵 程 度の 者 もい た。 父 親 の 家禄 が わず か

15俵 で も一L族で あ っ た上 森捨 次 郎 の よ うな 者 も

いたが,職 業不 明でかつ氏 名等 か らも旧f士 ない

しその子 孫で あ るこ とが 強 く推 定で き,ま た彼 ら

の社 会的 政治 的 活 動(盈 進社 社員 だった者 な ど)

か らみ て 七族(旧 武士)的 な性 格 を濃厚 に有 して

いて も士族 であ る とはた だち に断定 で きないので

ある。

以 下,級 別 に 検 討 す る と,ま ず3級 は 「交 名

簿」 に記 載 され ない職業 不明 の者 が多 く,彼 らを

中心 に多 くが,士 族 あるい は少な くとも旧藩士 ま

たは 旧藩 ヒ家 出身者 たちだ った と考 え られ る。 し

か も盈 進 社 関係 者 だ っ た こ とな どか ら推 測 す れ

ば,彼 らの 多 くは元 下級 藩 士 だ っ た可 能 性 が 強

い 。

しか し2級 は,ほ とん どの者が 「交名簿」 に登

場す る中 ド級 商 人であ った。 ただ しこの中 に も士
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表21896年2月 金沢市会議員1級 選挙再投票の当選者

氏 名 職 業
商業税

等級

商業
類
住 所 区 年齢 備 考

〔市役所 派〕

宮保嘉右衛門 清酒醸造 新竪町二丁目 4 46

清水清二 (職業不明) 古寺町 9 40

山田清三 時計商 s 14 石浦町 8 50 尾張町にも店舗7等

柿谷多吉郎 魚商(問 屋) 8 3 上近江町 6 29

〔非市役所派〕

中山清一 米商仲買 5 1 下新町 6 41

直江三吉郎 出版業 塩屋町 10 31

磯部宗右衛門 五倍子等 4 13 横安江町 10 24

上森捨次郎 (職業不明) 高岡町 S 36 (15俵),士 族,県 議も歴任

(出典)『 金沢市議会 史』上,340頁,1895年 「交名簿」などにより作成.

注:1)年 齢 は,1896年2月29日 の選挙執行 日における満.

2)商 業税等級 などは,1895年 度 の数値.

3)選 挙 日は,『 金沢市議会史』上,340頁 の3月29日 は誤 りと思われる.

4)ヒ 森 捨次郎の秩禄は前表参照.

表3金 沢実業会発起人(1896年7月)

氏 名 職 業 商業税
等級
商業
類 住 所 区 備 考

中屋彦十郎 薬種売薬商 3 13 南町 8

村 彦左衛門 米穀商 12 1 博労町 6 加州銀行頭取

亀田伊右衛門 薬種売薬商 3 13 片町 3

森下八左衛門(森下森八) 菓子商 砂糖商4 4 尾張町 6 片町で砂糖商,尾 張町で漆器商

今村勇次郎 金沢米穀取引所理事長 彦三五番丁 10 農工銀行,加 州銀行重役 も歴任

奥泉伊六 質屋 1 17 泉新町 1 材木町で醤油醸造販売9等

松岡忠輔 金沢米穀取引所仲買 1 1 青草町 8

山本直次 紙商 20 12 大衆免中通 13 金沢米穀取引所理事

渡瀬政礼 書籍商 12 i2 並木町 7 (230石),士 族,加 州銀行等取締役

宮野直道 加能汽船取締役,内国通運会社金沢支店長 茨木町 3 (1人 半扶持),種 油 商

吉倉惣佐 (職業不明) 下石引町 5

金丸宅次郎 洋酒商,清 酒醸造 8 4 十間町 6

久保田全 筆墨商 12 12 里見町 3 士族,内 国通運会社金沢支店副支店長

平野小兵衛 小松銀行 ・金城貯蓄銀行取締役

石黒伝六 薬種売薬商 3 13 尾張町 6

能 久治 呉服太物商 1 6 安江町 10

藤谷外茂吉 小間物商 4 7 尾張町 6

(出典)「 金沢市議会史』上,341頁,1895年 「交名簿」 によ り作成.

注:1)商 業税等級 などは,1895年 度の数値.

2)宮 野 直道の秩禄は,古 川脩編著 「加賀藩士人別帳』hに よる.

3)渡 瀬政礼の秩禄は,『 石川県議会史」第1巻,1969年,1,654頁 に よる.
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族 ない し旧f士 家 出身者 があ る程 度含 まれて いる

可能性 が ある。す なわ ち,高 橋歩 は明 治元年生 ま

れ であ ったが,明 治初年 の上記 「先祖 由緒 井 一一類

附帳」 に よれ ば,高 橋 歩 と い う藩十 が2名 お り

(秩禄が150石 と20俵),ま た 先代 と推 定 され る高

橋 歩 は1882年 頃 に金沢 第七f一五 国 、乞銀 行 支配 人

を勤 めて い るか らil?1,おそ ら く150石 の藩士 高橋

歩 が先代 だ った と思 われ る。 しか しそ うだ と して

も高橋 もせ いぜ い中級 ド層の武士 であ ろう。

1級 では,非 市役所 派 で十 族の 上森 捨次 郎 を除

いて,奥 泉伊六 ・能久治 な ど トップ クラスの豪 商

を含む ヒ巾級 商人で ほ とん どを 占め てい る。 この

よ うにこの選挙 に よる市 議当選者 は級 によって構

成 メ ンバ ーの性格 は著 し く異 な り,全 体 と して商

業 者で ない士族 ・旧藩 上出身者 と ともに,族 称 は

ともか く1二中級 商人層 も少 なか らぬ比 重 を占めて

いた。 ただ し後 の1897年 選 出 市議 に比較 す れ ば

ヒ級 商 人の比 重 は まだ 多 くなか っ た とい える。

この選 挙で は,1級 選挙 が無 効 で あ る との訴 願

が 認 め られ,翌1896年2月 に再 選 挙 が執 行 され

た。 この 時は 三問石川県 知事が調 停 に入 って両派

同数が 当選 したが 俵2),前 年 の選挙 で 当選 して

いた 奥 泉 ・能 の 名が 消 え,結 局1～3級 まで含 め

て トップ クラスの有力 商人が いな くな って しまっ

てお り,1級 で も ヒ森 ・直江 ・清 水 ら士族 ない し

旧藩 十=層と推 定 され る者の比 重 が高 まったB。 さ

らに 前述 の よ うに3級 は7区 に分 け られた小選 挙

区制 的制 度 だ った の に対 し,1級 ・2級 は全 市域

単一一一の 大選挙 区制 だ ったか ら,と りわけ1級 選 挙

では有力 商人 の多い 「交 名簿」 デ ー タベー スにお

け る6区 ・8区 か ら選 出 され や す くな り,事 実1

級 選挙 では95年 選 挙で も96年 の再投票 で もこの

2つ の区 か ら8名 中4名(そ の うち3名 が 中 上.級

商人)が 選出 され る結 果 となって いる。

こ うしてや は り3級 を中心 に職業不 明 者を中心

と した士族 ない し旧 藩十 層 の比 重 の 高 さ,1級2

級 を中心 に ・部 の上 中級 商人層 一ただ しこ こに も

高橋 歩や 山田清 三の よ うに士族 あ るいは旧藩 士層

が あ る程 度含 まれてい るであ ろ う とともに,有 力

商人 層 の 多い 市内 中心 部 か ら選 出 され や す い 一

が,こ の 市 議 選 挙 当 選 者 の特 徴 で あ り,同 時 に

トップ クラ スの平民 有力商 人の選 出 は恒常 化 ・安

定化 して いなか った。そ して旧 藩Lの 階層 はかつ

て最 下級 であ った者 を含 んだ中一ド級 藩士層 だ った

とみ られ る 、表1に あ らわれ るこれ ら明 治初年 に

最下級 藩士 だ った者が,い か に して選挙 権 ・被 選

挙 権資格 の納税 要件 を満 た していた か も問題 であ

るが,上 森捨 次郎 の よ うにあ る時期 に小 学校 訓導

に なった りIl,わ ず か な金緑 公債 な どで 土地 を購

入 しつつ,な ん とか没 落 を防 いで きた者た ちだ っ

た と推定 され る。

(3)金 沢実業会 の結成

前述 の よ うな十 族(な い し旧藩士)を 中心 と し

て,激 しい抗 争 に明け暮 れ混乱 を きわめ る市政 ・

市 会動 向 の 中 で,そ の 刷 新 をめ ざ して1896年8

月に有力商 人 ・実 業家 を中心 に金沢実 業会が設 凱

された。 ただ し,同 会発足 の契機 をつ く り発足 を

主導 したの は,旧 藩士 ・十 族 で もあ った 渡 瀬 政

礼 ・宮 野 直道 ・久保 田全で あ りlu,金 沢 実 業界 の

中核 的 な有 力商 人 ・実 業家 た ちの意思 に よる 自発

的 な行動 に よる もので は必 ず しもなか った し,実

業 会が実際 に市 会の旧勢力 と対抗 して旗幟 を立て

て 市議 選挙 に臨 ん だ の は,「 政 客 の践 雇」 を憂 慮

した石川県 占沢知 事の発意 によって,彼 が元家 老

家 本多政以 を促 しかつ県 当局が 支援 を約 束 した と

い う背 景が あ った と伝 え られて いる こ とも銘 記 し

なけれ ば な らない1(i。上述 の ような状 況の 中で,

平民 商 人 ・実 業家 た ちが 自発的 に 市政刷新 に立 ち

hが るこ とは まだ きわ めて困難 だっ たのであ る。

したが って実業 会 の設 立 とそ の活 動 は,『 金 沢 市

議 会 史』上 が描 くよ うに17,単 純 に(金 沢 商業会

議所を基盤 とした)実 業 界の い わ ばFか らの 運動

と して理解 す る ことはで きない と考 える。以 ド,

この 金沢 実 業会 の担 い手 た ち につ き,検 討 しよ

う。

表3の 金 沢実 業 会発 起 人 ・覧 に よれ ば,17名

中,1895年 「交 名簿」 に登 場す る者 が13名,そ

の うち5等 以 上の 上位 者が9名 いたか ら,た しか

に ヒ位 等級 者の比 重が 高 く,ま た6区 ・8区 の 者

が7名 お り,片 町 の亀 出伊 右衛 門 を含 めて 市内 中

心 部の有力 商 人が 主体 とな って いる といえ よ う。
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ただ し,と くに同 会 の 「会務 を管 掌 し」 「之 が牛

耳 を執 るに至 」 った とされる 旧藩士 の渡瀬 政礼 ・

宮 野直 道 ・久保 田全 ば18〕,近代 的企業 の役 員 な ど

を勤 めて いるが,個 人経営 の商 人 と して はせ いぜ

い中級で有 力商 人で はなか った。 そ して実業 会派

の選挙運動 費の大 部分 を実際 に負担 したの は,こ

の うちの宮 野 だ った とい われU91,有 力 商 人の拠 出

に よるので も金沢 商業 会議所 か ら出た資金 で もな

かっ た。

宮野直 道 は,表3の ように1人 半扶持 の最下級

藩士 だったが,そ の後警 吏 よ り身 を起 こ して加 能

汽船 会社 に入 り,さ らに内国通運会社 金沢支 店長

に就任 して成功 した人物 であ った し,久 保 田全 は

もと家 老 長 氏 の 家 臣 で,1889年 の 第1期 金 沢 市

議 に当選 し,の ち実 業界 に入 った とされ てい る。

渡瀬 政礼 も旧藩士 であ り,加 能汽船 会社社 長や加

州銀 行 ・金沢絹 糸会社 な どの取締役 を勤 め,の ち

1902年 に は金沢 市 長 に就 任 し2期 つ とめ た 人物

で あ る1201。この ような豪 商 とは区別 され る タイプ

の 同会発起 人の実業 家 として は,今 村勇 次郎 ・山

本 直次 な ども挙 げ られ る。今村勇 次郎 は幕末 に加

賀 藩 に資 産 を没収 された悲運 の豪 商銭屋 五兵衛 の

孫 にあたる人物 で(母 が銭五の長女)/211,才 覚 に よ

り明治期 に再 び上昇 した人物 だった ようで ある。

こう した タイプの実 業 家 は,近 代 的企 業(会 社 ・

銀行)の 経営 者や 金沢米 穀取 引所 の理事 等 で あ る

とと もに,か たわ ら中小規模 の商家 を経 営 した場

合 が 多か った。 この タイプの実業家 には渡瀬 ・宮

野 ・久保 田 らの ように士族 も少 なか らず いた と思

わ れ!??1,実際 に実業 会 の活動 を推 進 したの もこ う

した実業家 だっ たのであ る。 「開明的士族 層」 「新

興 ブル ジ ョワ層」 と呼ば れる ものが これ であ り,

彼 らはすで に 日清戦 後 には形 成 され,市 政 の表舞

台 に も登場 して いったの であ る。 そ して やは り金

沢 の有力 ブル ジ ョワ ジー を結集 した とされる実業

会 の動 きは,旧 他 藩 藩十 の県知(23)・ 県 当局 や 旧

家老 家 の有 力士 族(24),そ して士 族 を含 む こ う した

実務 的実業 家 に先導 され なが ら進 んで い ったの で

ある。

また 『金 沢市議i会史』 上 には,実 業会 は 「金沢

商業 会議所 会員 を基盤」 と した同会議所 の 「政 治

的別 動隊」 とあ るがLJ),こ れ もや や疑 問 で あ る。

そ もそ も金沢 実 業 会 の発 起 人 と1895年3月 改 選

の 同会議 所会 員 はそれ ほ ど大 き く重 な るわけで は

ない し(会 議所 会 員 の うち実業 会 発起 人 は30名

中6名,実 業 会 発起 人 の うち会 議 所 会 員 は17名

巾6名),前 述 の ように商業 会 議 所 が実 業 会 の選

挙運 動 に対 して資 金的 に援助 したので もない よう

で あ る。 た しか に実業会発足 時 の会議所 会頭亀 田

伊右 衛 門 も実業会 発起 人だっ たほか,実 業 会 の実

質 的 な推進 者の一 人久保 田全 も両 方 に名 を連 ねて

いたが,他 方 で 次 に述 べ る1897年 市 議選 にお い

て,実 業 会推薦 を受 けず 対抗す る市役所 派 として

立候 補 した者 の中 には水 登勇太郎 や小鍛 冶市左 衛

門 ・永 山貞秀 ・土 田次平 等,商 業会議所 の 会員 に

選ば れてい た者 も少 な くなか ったの であ る。 当時

も商 業 会 議所 は到 底 一 枚 岩 で は なか っ た とい え

る(26)。

さて実 業 会結 成 後最 初 の1897年 市 議 選 は,解

散命令 を受 けた後 で市 会再組織 の ための全 定員選

出選挙 であ った。結 果 は実業 会派 の圧 勝 に終 わっ

た。 当時 の 有 権者 の族 称 別割 合 な どが 不 明 の た

め,ど の程 度 まで士 族有権者 層の支持 を も得 て実

業会 派が勝利 したのか,い ま一つ 明確 にな らない

が(27),表4お よび表5の よ うに市 役所 派 な どは敗

北 した。 以下,1897年 市 議 選 挙 当選 者 ・落 選 者

につ き,さ らに分析 を加 え よ う。

(4)1897年 金 沢市 会議 員選挙 の当選者 ・落選者

まず 当選 者 をみ る と,実 業 会派 は1級 か ら3級

まで,い ずれ も95年 「交 名簿」 にお いて 上 位 等

級 ばか りで な く中位等級 の商 人 を も含 んで いる。

しか も1級 ・2級 選 挙 は,3級 とは異 なっ て全 市

域 単一 の大選挙 区 だった に もかか わ らず,実 業会

は市内各 区 に配慮 した推 薦 を行 ってい るこ とが窺

われ るzs。そ して 中位 等級 の商 人が推 薦 ・選 出 さ

れて いるの は,そ の 区 に上位 等級 商 人が存在 しな

か ったた めで はな い。6区 や8区 とい った 中心 部

か ら トップク ラス の有力商 人が選 出 され,周 辺地

域 か らよ り下位 等級 の商 人が 選 出 されて いる とも

い えない。 この よ うに顔ぶ れ を見 るか ぎ り,実 業

会派 の市 議 当選者 は,必 ず しも上 層商 人のみで は
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表41897年11月 金沢市会議員選挙の当選者

選挙
等級 氏 名

商業税
等級 職 業

商業
類 住 所 区 年齢 備 考

3 〔実業会〕

柿川正次* (職業不明) 地黄煎町 2 62 (15俵)

奥泉伊平 (職業 不明) ド堤町 8 39

本多政以* 機業等 「本 多 町{番 」畠 4 33 元家 老家(5万 石),実 業 会会長

中 屋 彦1一 郎 3 薬種商 13 南町 8 43

磯村惟亮 (元陸 軍中佐) 長町 二番丁 9 51 七族,の ちの陸軍大将磯村年の養父

能久治 1 呉服商 6 安江町 1C} 29

鶴谷正方 14 薬種商 13 五宝町 la 41

武 村 弥+:n 3 鋳造業 9 ド中島町 13 48

T・代伝兵衛 12 麻等販売業 6 春日町 丁 目 12 58 清酒醸造業

〔市役所派〕

錺谷与右衛門 3 味噌醤油製造業 9 ヒ石引町 5 29

小鍛冶市左衛門 2 金物商 9 尾張町 6 40

lll森 隆 11 書籍商 12 九人橋下通 6 39 七族,「 交名簿」は尾張町

2 〔実業会〕

高野保太郎 8 四十物商 3 野町六丁F1 1 45

亀田伊右衛門 3 薬種商 12 片町 3 44

久保田全 12 筆墨商 12 里見町 3 52 七族

奥村栄滋* 尾山神社宮司 L鷹匠町 5 44 元 家 老 家,(1万7千 石)

金丸孫太郎 17 売薬受売 13 博労町 6 27 「交名簿」は十間町

渡瀬政礼 12 書籍商 12 並木町 7 47 士 族,(230石)

谷与 三右衛門 米仲買商 1 ド堤町 S 36 機業,質 屋P

西永公平 弁護 七 長町 9 33 のち金沢弁護士会会長J)

今村勇次郎 米穀取引所理事長 彦 一三五 番 丁 10 57 農工銀行,加 州銀行重役 も歴任

白尾谷占郎兵衛 6 薬種商 13 白銀町 11 26

沢田次作 漆器製造販売 観音町 12 36 蒔絵美術師

越村長次郎 6 荒物商 K 山 ノh町 二1』目 1? 52

1 〔実業会〕

奥泉次助 3 呉服商 6 野町四 ゴ目 1 33

木倉谷長与門 7 髪付油商 7 片町 3 35

西村政規 (職業 不明) 里見町 3 52 元忠 告 社 社 員fi/

宮野直道 (13) 種油商 10 茨木町(h大 樋町) 3 43 ()は 宮野伝右衛門,(1人 半扶持)

能 沢長太郎*7〕 魚市株式会社8 r.近 江 町 6 35

石崎達治 3 米仲買商 1 t間 町 6 54

松岡忠輔 1 米仲買商 1 ト堤町 8 25 「交名簿」は 青草町

鶴舎九平 10 金物商 9 木綿町 12 38 「交名簿」はL堤 町

島林源{ (3) 砂糖商 4 安江町 10 63 ()は 島林音吉

谷村庄平 4 古道具商 K 横安江町 10 62

小原正虎 (職業 不明)
'F折 町 など

13 59

石沢辰太郎 (職業不明) 無資格により失格

〔市役所派〕

永311貞 秀 6 紙商 12 片町 3 34 補充当選

〔出 典)「 釜 沢 市議 会 史』 ヒ。343頁(表228),同,資 料 編2,9fi4…966頁,1895年 「交 名 簿 」 な ど に よ り作 成.

注:1)等 級 は 。1895年 「交 名 簿 」 に よ る,年 齢 は,1897年11月 現 在.

2)備 考 の 秩 禄 は,占 川 脩 編 著 『加 賀 藩L人 別 帳 』Lな ビに よ る.

3)*は,「 実 業 会 派 」 「市役 所 派 」 双 方 の 推 薦.

4)「1北 国 新 聞 』1929年4月23H。

5)『 稿 本 金 沢 市 史 』 政 治 編 第2,304i頁.

6)『 稿 本 金 沢 市 史 』 政 治 編 第1,109頁 。

7)1稿 本 金 沢 市 史 」 政 治 編 第2,214頁 に よ り訂 正.

8)[[金 沢 商ll会 議 所1d凸 年 史 』U942年>157頁.
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表51897年11月 金沢市会議員選挙の落選者(判 明分のみ)

選挙

等級
氏 名

商業税
等級

職 業 商業類 住 所 区 備 考

3 〔実業会〕

扇谷辰三郎 8 味噌商 4 上石引町 5

村彦兵衛 酒造業 博労町 6

笹田忠度 (職業不明)

〔市役所派〕

谷内宅三郎 15 古道具商 ・彫物業 8 桶町 10 象眼 町,1898年 市議

直江三吉郎 出版業 塩屋町 10

二木二三郎 浴場業 泉新町 1 1898年 市 議

上森捨次郎 (職業不明) 高岡町 8 (15俵),士 族

中山一 貫 (職業不明)

〔横地派〕

野村藤次郎 10 魚鳥商 3 小橋町 13

三清武規 弁護士 大衆免竪町 13 (5人 扶 持),1892・98年 市議

2 〔市役所派〕

大屋延載 (職業不明) 百姓町 4 (25俵)

芝山重明 (職業不明) (60石)

谷内宅三郎 15 古道具商 ・彫物業 8 桶町 10 [3級 参照]

泉屋七郎 醤油醸造 ・米穀商 泉新町 1

水登勇太郎 12 ハ ンカチ ー フ商 7 蛤坂新道 2 羽二重 ・牛乳販売

大村助太郎 12 石版商 11 南町 8

1 〔市役所派〕

土田次平 12 砂糖商 4 英町 11

堀貫五三郎 清酒醸造 森下町 13

〔中央会派〕

横浜茂平 6 紙商 12 博労町 6

注:1)氏 名 は,『 稿本金沢市 史』政治編第2,212～214頁 に よる.

2)等 級 は,1895年 「交名簿」による.

3)備 考 の秩禄は,古 川脩編著 「加賀藩士人別帳』上による.

な く中層以 上 商人の利害 を代表 して いる とい うべ

きであ り,し か も実業 会が推薦 に当 たって は区域

に も配慮 した らしい とい う点か らみ て,当 選者 は

各地元 区域 の利害 を代 表す るこ とになった こ とも

推 測 で きよ う。 また同時 に磯 村惟亮 の ように士 族

であ りかつ 商人で ない こ とが明 らか な人物 も実 業

会派 に加 え られ てお り129),実業 会側 は実 業 界 にほ

とん ど縁 の ない一部 の士族層 も取 り込 んで選挙 に

立 ち向か う必 要が あっ たこ とが知 られ る。 これ に

対 して市役所 派 は従 来の市政 を担 って きた士 族層

を背景 に してい る とみ られ るが,当 選者 は,山 森

隆の ように士族 であ る こ とが判 明 してい る者 もい

る とは いえ,彼 を含 め て決 して零 細商 人で はな く

や は り中上 層商 人であ った。

次 に落選 者 をみ る と,市 役 所派 は職業 不明者 が

4名 お り,商 人 でな い旧来 の市 政 を担 って きた士

族層 が多か った こ とを窺 わせ る。 た だ し市役 所派

落選 組 の 中に も1級 ・2級 の よ うに中級 商 人 ・実

業家 が 目立 ってい る こ とも注 目され る。 これ は市

役所派 当選者 の商 人 とあ わせ て,先 に述べ た よ う

に商業 会議所 内部 も一枚岩 で はな く,あ る種 の対

立が存 在 していた こ との表 れであ るが,市 役 所派

落選者 の中 には,伝 統 的 な商 人で は な くr水 登勇

太郎 の よ う な殖 産 興 業 に熱 意 を もつ 「新 興 ブ ル
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ジ ョ ワ 層」 と み な さ れ る も の も い た。 水 登

は,1880年 代 か ら搾 乳 業 を始 め て ホ ル シュ タ イ

ン種 を導 入 した り,さ らに機 業場 を経営 して津 田

米次郎 の力織 機生 産 を支援 す るな ど積極 的 な実 業

活動 を行 った こ とや,真 宗 を中心 とす る仏教信 仰

の 根強 い 金沢 にお いて 明治10年 代 に洗礼 を受 け

金沢 教 会の長老 を勤 め るな ど,進 取 の 気性 に富 ん

だ実 業家 と して著 名で あ るが3u,… ノ∫で は積 極 的

な政治活動 も行 った。 また彼 は,明 治 初年 以来,

陸 軍軍 曹,小 学校 訓導,連 合 町会議 員,同 議 長 な

ども歴 任 して お り131,一一見す る と 「開 明的 七族 」

の よ うに もみ え るが,族 籍 は平民 で あ っだ2。 し

か し実業 会派 は こう した水登 を も排 除 して いた。

その点 で は,『 金沢 市議 会 史』Lも 引 き合 い に 出

して い る 「石 川 県 史』 第4編 に あ る次 の よ う な

1901年 頃 に 関す る記述 は,き わ めて 的 を得 た表

現 と思 われ る。

嚢 に亀 田伊右 衛 門 ・中屋 彦十郎 ・村彦 兵衛 ・

石黒 伝 六等,金 沢 第 一級 の紳商 が本 多政以男

の磨 ドに集合 し,宮 野 直道 ・渡 瀬政礼 ・久保

田全等 を帷握 の謀 将 として実業 会 を組織 した

るに対 し,中 流 階級 の商人 に在 りては,今 や

実 業 会の 一団が,紳 商 の傘下 に隠れ た る野心

家 の為 にその勢 力 を襲 断せ られ,梢 もすれ ば

真 正の実業 家 を圧 迫せ ん とす るの傾 向あ るを

憂へ,別 に水登 勇太郎 を推 して首領 とす る 一・

団体 を形 成 し,円 中孫 平 ・阿部 太右衛 門 ・若

林 孫四郎 等之が 為 に奔 走斡旋 した りぎ`3'。

た だ し,こ れは 「金沢市議 会 史』上 が記す よ うな

実 業会 内部 の対 立で は な く1311,実業 界 内部 の対 立

で あ り,ま た繰 り返 す よ うに これは実業 会発足時

か ら存在 してい た もの と考え られる。つ いで にい

えば,た しか に実業 会 は,所 得額 か らみ た有 力実

業家 一覧の 表6で も明 らか な よ うに中流 商 人 とと

もにや は り金沢 におけ る トップ クラスの 有力商 人

が 名 を連 ね て い たが,1897年 選 挙 の 市役 所 派 の

み な らず,の ちの 水登 派 につ い て も,中 心 メ ン

バ ーで95年 「交 名 簿」 に記 載 の あ る商 人 につ い

てみ れ ば,若 林 孫 四 郎(糸 商,4等)・ 白井 正 …

(質商 ・7等)・ 阿 部 太右 衛 門(ハ ンカチー フ商,8

等)な どとか な りの一ヒ位 等級 者で あった'3.-i。

いず れにせ よ,こ の ように実 業会 と対 抗 した 市

役 所派 も,平 民 の中h級 商 人 ・新興 ブ ルジ ョワジ

ー層 を取 り込 む 方向 にあ る程 度 シフ トしてい った

とい え よう。

さて こう した市議選 に参加 して いった士族 た ち

は どの ような階層だ ったか。 当選者 中,実 業 会 ・

市役所 両派か ら推薦 を受 けた者4名 の うち,本 多

表6明 治中期(1902年 頃)の 金沢市高額所得者

氏 名

中屋彦t郎

田守太兵衛

辰村 米吉

林屋新兵衛

千代伝兵衛

中島徳太郎

亀田伊右衛門

石黒伝六

越沢喜左衛門

斉藤弥久

水登勇太郎

(出典)

所得額(円) 実業会水登派 職 種

129,510 0 薬種商

76,360 呉服商

73,300 r_木請負 業

73,040 茶商

64,940 0 清酒醸造業

44,889 紙商

41,650 0 薬種商

40,460 0 薬種商

28,360 呉服商

23,708

19,152 0 機業家

「金沢商1二会議所 百年史」q981年)97頁.

(原資料は,桜 芹外次郎編 箸ll金 沢紳L鑑 』1902年)

注=D資 料 の 「越沢喜右衛門」 は,越 沢 喜左衛 門の誤 りとみな した.

2)「 実 業会」「水登派」「職種」欄は,他 の資料による.

3)「 実 業会」は,設 、乞発起 人または1897年 選 挙の実業会推薦 者.
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政以 ・奥村栄滋 は共 に旧家老 家 とい う上級 藩士家

出身で あったが,彼 ら以外 には上級藩士 家出身者

と特 定で きる もの はい ない。 しか し山森 隆は越 中

東岩瀬代 官役の加賀 藩士 山森 十内の子 として生 ま

れてい るか ら,父 は一応平士(中 級武士)で あ っ

だ36)。また渡 瀬政礼 も幕 末の緑 高230石 で平 士 と

推定 され る。 しか し同時 に柿 田正 次 ・宮野 直道 な

どの下級 藩士 出 身者 もい た。 旧藩十 の階層 は多様

で あ っ た が,こ こ に 表 れ て い る で あ ろ う士 族

は,2名 の旧家老家 当主 の ほかは従 来 と同様 に経

済的 な不安 定 さを払拭 しえない 中間層的 な士族 が

多か っ た と想 定 され〔374,それ ゆえ一 部 は中級 商 人

にな っていた もの と推測 され る。

1897年 選 挙 後 の 市 会 は,議 長 に亀 田伊 右 衛

門,議 長代理 に久保 田全が就 任 し,し たが って完

全 に実 業 会 派 が 握 っ た。 た だ しそ の 後,こ の

1897年 選挙 が 訴願 に よ り全級 とも無 効 とな り,

翌年 にや り直 し選 挙が行 われた り,そ の結果 実業

会派 の勢 力が再 び弱化 す るな ど,な お市会 におい

て 多 くの 曲折 は あ った が,1898年 に は実 業 会 派

で もあ った奥村 栄 滋が 市 長 に就任 し,1902年 に

彼が辞任 したあ とも,同 じく実業 会派で あった渡

瀬政 礼 が市 長 に な って い る。 この市 長 た ちは華

族 ・士族 だった とはい え,市 会で は武士的政争 的

十 族層 に よる支配 は後 を絶 ち,市 長就任 もそ うし

た十 族層 の支持 による もので はむ ろんなか った。

また先 にふ れた1901年 頃か らの水 登 派 との対 立

の顕在 化 ・尖鋭化 も実業界 内部でのそ れにす ぎな

かった。 もっ とも前述の ように,も ともと実業会

設立 の発 端 は平民 商人層 の 自発 的 な下 か らの運動

とはいいがたか った し,そ の後 も実業家的士 族が

実業会 の実務 を握 って進展 した と考 え られるが,

市会 もそれ以前の武士 的政争政論 的十族層 に よる

支配か ら脱却 し,市 会推 進の主導 力 は彼 らか ら久

保 田 ・水登 らの よ うな実 業家的士族 層お よび新興

ブ ル ジ ョワ ジー 層 に転 換 した と思 わ れ る。 そ し

て,実 業 会派(の ちの水登派 も含めて)市 議 は 各

区の中上級商 人層(彼 らは1級2級 選挙有権者の大

半 を占めると推 定 され る)お よびそ れ に連 な る士

族 層 の利 害 を代 表 した と考 え られ るか ら,こ の

1897年 頃 の変化 はそ れ以前 に比 して 市 会 ・市 政

の大 幅 な民 主化へ の前 進 とみ られ る(3HIOそれ ゆえ

1897年 頃の 以上 の よ うな政 治 面 で の 変化,市 会

の性 格転換 は,金 沢 におけ る近代都市 成立 の一つ

の重 要 な条件 を形作 った もの とい え よう1391。

皿.お わ りに

以 上の分析 を簡 単 に まとめてお こ う。

城 下町金沢 は,近 代 に入る と人 口減少 の継 続 に

端 的 に表現 される ように衰 退傾 向 をた ど り,1890

年代後 半 には羽二重 業 な ど新 産業が よ うや く勃 興

しつつ あ った とはい え深刻 な衰微 の淵 に立 った。

しか し1889年 の市 制施 行以 降,1890年 代 前半 ま

での金沢 市会 ・市政 は,な お武十 的政争政論 的士

族層 に よって激烈 な抗 争 に明 け暮 れ,藩 政期 町政

の復活 を夢 見てい ったん市議 として市会 に登場 し

た旧特権 商人層 もまもな く一斉 に辞任 し市会 か ら

撤 退 していった。 この ような状況 の時,実 業家 的

士 族の主導 の もとで,有 力商人層 を糾 合 した実業

会が設立 され,市 会の刷新 がめ ざ された。実業 会

発足 後 の最初 の市 議 選 であ る1897年 選 挙 で は,

石 川県古沢知事 の懲憩 の もとで実業 会が選挙戦 に

参 入 し,結 果 は実 業会派 の圧勝 に終 わった。実業

会 は金沢実業界全体 を糾合 した もの ではなか った

し,そ の後 も実業 会運営 ・市 会運営 における十 族

の重要性 は容易 に衰 えず,こ の時期 の市会 の変 化

は旧藩士 層内部 におけ る主導層 の交代,な い し性

格変化 と理解で きるか も しれない。 しか しそれは

新 しい タイプの実業 家的士族層 の主導 に よる もの

であ り,以 後旧来型 の士 族層 に よる支配が影 を ひ

そめ,市 会は中上級商 人層の利害 を代 表す る構成

メンバ ーになった。 したが って この変 化 は市会 ・

市 政 運営 にお け る民 主 化 へ の大 きな進 展 で あ っ

た。都 市 の 「近 代 化」 の メ ル クマ ール を 「公 共

化」(公 共財 の分離)と 「民 主化」 と考 え るな ら

ばa()〕,1897年 頃 の 金沢 市 会 の構 成 と性 格 の 変 化

は,金 沢 にお ける近 代都市成立 の重要 な条件 を形

作 った とい えよ う。

註

{P拙 稿 「明治 中期,金 沢 市商業の構造」(『市史か なざわ』7

号,所 収予定)。 またこの資料 は,『 金沢 市史』資料編--,近



近世城 下町から近代都市へ 一31-一 一

代1(1999年)第5章2・3に 収 録 して あ る 、、

[21『 金 沢 市 議 会 史』r=(1998年),238頁 。 な お,同 書 の 本 稿

と 直 接 関 わ る 部 分 は 林 宥 一一氏 稿 。

(31「 石 川 県 史 』 第4編(1931年)420頁 。

a『 金 沢 市 議 会 史 」k,46・145～151頁 を 参 照f)そ こ に,区

長 ・区 長 議 員 の 一覧 が あ る が,有 力 商 人 の 名 は 見 当 た ら な

いJ

:))『 金 沢 市 議 会 史 』 資 料 編H(1997年),95fi～958頁 、,職 業

不 明 者 は,藤 堂 与 十一郎 。 当 選 辞 退 は,同 年4月 の 半 数 改 選 に

よ る も のu

lfil『 イf川1鴎婁史 』 第4編 ,420∫{,,

{7}詳 し く は,『 稿 本 金 沢 市 史 」 政 治 編 第1(1933年),同 第2

(1937年),『 石 川 県 史 』 第4編,『 実 録 石 川 県 史 』(能 登 印 刷

出 版 部,1991年)な ど を 参 照 。

IHI『 稿 本 金 沢 市 史 」 政 治 編 第1,335頁 、 こ の 森 下 森 八 も

1893年 に 重 病 に か か り,1895年 に 満33歳 の 若 さ で 逝 っ た

(『石 川 県 議 会 史 』 第1巻,1969年,1,624頁)

酬 園 田 英 弘 ・濱 名 篤 ・廣 田 照 幸 『i=族 の 歴 史 社 会 学 的 研 究 」

(名 占屋 大 学 出 版 会,1995年)JI～58頁,

11111占 川 脩 編 箸 「加 賀 藩 士r人別 帳 」 ヒq997年)「 は じ め に 」

お よ び297頁 。 な お,本 稿 で は,こ の 占 川 氏 が 整 理 さ れ た ・

覧 を 利 用 し た 。

田1こ の 資 料 に よ れ ば,家 老 家 本 多 政 以 は 秩 禄5万 石.奥 村 則

友 は1万2毛 石 な ど と な っ て い る か ら,こ の 資 料 に 記 さ れ て

い る 秩 禄 は,幕 末 頃 の 草 高 の よ う で あ る(「 石 川 県 史 』 第2

編,1928年,1,045～1,059頁,参 照)

fl'LM高 橋 歩 ほ か 「石 川 県F高 岡 伏 木 金 沢 之 景 況 』(1882年)

〔『金 沢 市 史 』 資 料 編11,近 代1,1999年,399頁 〕、

q3〕 ま た 山 川 清 三家(時 計 商)も 元 加 賀 藩 七だ っ た よ う で あ る

(牧 久 雄 編 「老 舗 百 年 」 金 沢 商1:会 議 所,1981年,11Cl頁)

il41「 石 川 県 議 会 史 』 第1巻(1969年)1 ,458～59頁 に,ヒ 森

の 経 歴 が 記 さ れ て お り,彼 は1876年 に 小 学 校2等 訓 蒙,78

年 に 小 学 校8等 訓 導 に 補 さ れ て い る 。 た だ し 小 学 校 教 員 な ど

に は 被 選 挙 権 が な いV

115)『 石 川 県 史』 第4編,468頁 に は,こ の 事 情 に つ き,「 彼 等

〔渡 瀬 ・宮 野 ・久 保 田 一 引 用 者 〕 は 初 め 自 由 党 ・部 の 政 客

が,県 ・市 の 政 界 に 於 い て 実 権 を 掌 握 し,そ の 弊 の 及 ぶ 所,

時 々 専 恣 の 行 動 を 顧 ず し て,異 色 の 人 物 を 排 斥 す る を 喜 ば

ず,窃 か に 機 を得 て 活 躍 し,政 界 の 一方 に 旗 幟 を樹 ん こ と を

期 せ しが,遂 に 紳 商 等 を糾 合 し 一団 体 を 成 す に 至 り し も の に

し て 」 な ど と 記 さ れ て い る 、

(lfil「 石 川 県 史 』 第4編,468頁,「 稿 本 金 沢 市 史 』 政 治 編 第

2,207ガ む,

(li)『 金 沢 市 議 会 史 』 ヒ,340～343頁 、 金 沢 商 業 会 議 所 を 基 盤

と した と も必 ず し も い え な い こ と は 後 述.

118}『 稿 本 金 沢 市 史 」 政 治 編 第2,207・216頁 一

1191「 石 川 県 史 』 第4編,474頁 。

f2{〕!以L.『 稿 本 金 沢 市 史 』 政 治 編 第2,216頁,『 実 録 石1【1県

史』82・317頁 な どによる。

伽 『実録石川県史』183頁 、

(Z?In倉 惣佐(左)に ついては情報が乏 しいが,旧 加賀藩 正二t.11

倉惣 左衛門の 可能性が高 く,そ うであれば,幕 末期の秩禄は

40石 であ り(前 掲,占 川編 著 『加 賀藩}_人 別帳』 ヒ,『 石川

県姓氏 歴史人物 大辞典」角川書店,1998年,48]頁 〉,こ れ

も ド級 藩 七といえよう、,彼は1887年 の 金沢商1:会 設 、乞に も

関 わ っ て い るが(「 金 沢 商'1:会 議 所 百年 史』1981年,51

頁),そ れ以外の活動につ いては現在の ところ不明である,、

4231占 澤 知 事は旧1二佐 藩 七U

{24}『金 沢 市議…会史」L,340頁 は,実 業会会長 に 「本多政 以

男爵」が就いたとしてい るが,彼 が華族に列せ られ たの は4

年 後の1900年 で,こ の時点 では1二族であ る、、もともと本多

家は加賀藩国老の筆頭 に位置 し,前 述 のように草高5万 石の

同藩最 有力家 臣であったが,本 多政以は実業会発足時にまだ

満32歳 であった、 しか し彼は殖 産興 業に熱意 をもち実 業界

に信望 を得て,実 業会お よびそれ を継 承 した 金rl:'協 会

q908年 設 ・わ をリー ドしたばか りか,や が て政 界にも本格

的に進出して政 友会金沢 支部を組織 し,貴 族院議 員にも就任

す るな ど,幅 広 く活動 した有能 な人物 であった、

1>5『 金沢 市議 会史』h,341頁 .

12(il『金沢 市議会史』hは,1901～03年 頃 に市会の実 業会派 に

対抗 して水登 勇太郎派が形成 され,金 沢商業会議所で も 「新

興勢力」水登派がL導 するところとなっていた とされている

が,水 登 はす でに1895年 に 亀 田に代 わ って 一時 で はあ れ

〔約1年 間)会 議所 会頭 になってい ることな ども考え合わせ

ると,こ の対 頗まよ り以前か ら存在 した もの と考え られる,、

271た だ し実 業会派の2級 選挙圧勝 については,「 市民が殆 ど

既成政党を信頼せ ざると,選 挙人の多 くが実 業家なるため」

(『稿本 金沢 市史』政 治編 第2,213頁,傍 点 引用 者)と され

てお り,と くに1級2級 は もともと実 業会派が勝利す る基盤

があったのである.

幽 念のため繰 り返すが,こ れらの表の区 と3級 選挙区は同 ・

ではない。

1'L91現在 の ところ,磯 村惟亮につ いては,軍 人 としての最終階

級が陸軍中佐 であったことぐらいしかわか らないが,年 齢か

らいって,幕 末維新期の磯村久次郎(道 守)と 思われる そ

うだとすれば,2人 扶持 ・切末12俵 だ ったか ら(占 川,前

掲F;:),彼 も 元 ド級武Lと いえ る なお..現 役 軍 人は選 挙

権 ・被選挙権がなかった し,彼 の年齢か らして,退 役 して金

沢 に戻 って きたところで市議候補 に担 ぎだされた ものであろ

う ちなみ に,表4の ように彼の養嗣rが のちの陸軍大将磯

村年,年 の長男が陸軍中将磯村武亮,そ の長男が磯村尚徳氏

であ る(秦 郁 彦編 『日本 陸海 軍総 合 事典』 東京 大学 出 版

会,1991年.18頁)

f30i橋 本 哲 哉 ・林 宥 ・『石 川 県の 百年」(山 川 出版 社,1987

年)157頁

帥 「日本国 ・国会 全議 員 名鑑』中(日 本IEI体 研 究 院,1986
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近世城下町から近代都市へ

年)2,260頁 。 彼は,1903年 に衆議院議員に当選 した。

(32)『 人事興信録』第1版(1903年),1,025頁 。

(33)『石 川県史』第4編,532頁 。

(34)『金 沢市議会史』上,383～384頁 は,こ れ を実業会内部の

対立 ととらえている。

(35)水 登 派の 中心 メンバ ーは,『 石川県 史』第4編,508・532

頁 な どによる。

(as1『石 川 県議会 史』第2巻,1,639頁(山 森 隆の経歴) ,『 石

川県 史』第3編,3～5頁 。ただ し山森は1889年 の 県議選挙

の際 に,納 税額不足によ り被選挙権 を得 られず立候補で きな

かった というか ら(『 石川県史』第4編,388頁),や は り経

済的に安定 していなかったというべ きであろう。

(37)た だ し旧h級 武家出身者で も没落す る者はいた。旧家老家

当主奥村栄滋 は,す ぐ後 に述べる ように1898年 に金沢市長

に就任 し,1900年 に本多政以 らとともに男爵 の爵位 を授 け

られたが,実 業家ではなかったためか,1902年 に市長 を辞

職 したのち,1903年 には破 産宣告 を受 けた。 これ は華族 と

しては珍 しいケースである。

(38)市 議 選挙で もそれまでのような殺傷事件の記事が新聞にみ

られな くなった(『 実録石川県史』参照)。 なお市議ないし商

人層市議の年齢 とい う点では,顕 著 な変化 は認めがたい。

(39)『金 沢市議会史』上 は,1897年 市 議選の結果について,実

業家 を中心 とした旧議員の復活 という評価 も与えている。 し

か し,1889年 選 挙 における実業家層は前述の ように藩政期

町政 の 復 活 と考 え た 旧特 権 商 人層 の選 出だ っ たの に対

し,1897年 選 挙は メンバーがある程度重 なっていて も性格

を大 きく異に しているように思われる。

(40)大 石嘉一一郎氏による。

(付 記)本 稿 作 成 に あ た っ て,金 沢 市 史近 代 部

会 ・近 代 日本 都 市 構 造 史研 究 会 の 方 々 か ら

種 々の参 考 になる議 論 ・助言 をいた だいた。


